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報道関係 各位※このリリースは複数の部署にお送りしています。   2024年 4月 9 日 

軟骨魚類の苦味受容体遺伝子を発見 

～脊椎動物の苦味感覚の起源に迫る～ 

 

明治大学 研究知財・戦略機構研究員（日本学術振興会特別研究員 PD） 糸井川壮大、

農学部特任講師 戸田安香、同教授 石丸喜朗、情報・システム研究機構 国立遺伝学研

究所教授 工樂樹洋の研究グループは、従来、苦味を検知する受容体を持たないと考え

られていた軟骨魚類（注 1）のサメやエイが苦味受容体遺伝子を持つことを発見しまし

た。この発見により、脊椎動物の苦味受容体の進化的起源が従来の説よりも古く、有

顎類（注 2）の共通の祖先まで遡れることを明らかにしました。 

研究成果は、2024年 4月 9日（火）0時（日本時間）に Current Biology（カレントバイ

オロジー）誌にオンライン掲載されました。 

研究に使用した軟骨魚類（イヌザメとアカエイ） 

1. 本件のポイント 

 軟骨魚類が苦味受容体 T2Rを持つことを発見 

 サメやエイの T2Rが口腔で発現し、苦味物質を検知することを発見 

 脊椎動物の苦味受容体 T2Rの進化的起源が従来の説よりも古く、有顎類の共通祖

先まで遡れることを解明 

2. 研究の背景 

苦味感覚は、主に有害物質の摂取を回避する機能を持ち、動物の生存に重要な役割を

果たします。脊椎動物では、苦味は Gタンパク質共役型受容体（GPCR）（注 3）の一種

である T2Rによって検知されます。脊椎動物は、T2Rを含めて 6種類の GPCR型化学

感覚受容体（注 4）を持っており、その内訳は、2種類の味覚受容体（T1Rと T2R）と 4

種類の嗅覚受容体（OR, TAAR, V1R, V2R）です。これらの受容体のうち、T2Rを除く

5種類の受容体は有顎類に広く見られますが、T2Rだけはこれまで硬骨脊椎動物（注 5）
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でのみ見つかっていました。そのため、T2Rの起源は他の化学感覚受容体よりも遅

く、硬骨脊椎動物の共通祖先にあると考えられてきました。しかし、脊椎動物の進化

過程で、条鰭類（注 6）よりも早期に分岐した軟骨魚類や円口類（注 7）に本当に T2Rが存

在しないのかは、これまでゲノム情報の集積が不十分であったため、十分な調査がな

されていませんでした。 

3. 研究の内容 

研究グループは、近年充実した軟骨魚類・円口類のゲノム情報から TAS2R遺伝子（注

8）（T2Rを作る遺伝子）を網羅的に探索しました。その結果、ゲノム配列に対する相

同性検索（注 9）を繰り返し行うことによって、これまで TAS2R遺伝子を持たないと考

えられていた軟骨魚類にも TAS2R遺伝子が存在することを発見しました（図 1）。発

見した TAS2R遺伝子は、軟骨魚類に固有の遺伝子であり、TAS2R遺伝子の進化の中

でも初期に誕生したものであることが示唆されました。また、興味深いことに、条鰭

類や四肢動物が一般的に複数の TAS2R遺伝子を持つのに対して、軟骨魚類はどの種も

最大で 1つしか TAS2R遺伝子を持たないことがわかりました。 

図 1 軟骨魚類の系統関係と苦味受容体遺伝子の数 
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 さらに、研究グループは、培養細胞を用いて、軟骨魚類 T2R受容体がどのような化

学物質を受容するのかを調べました。その結果、サメとエイのどちらの T2Rも数種類

の苦味物質によって活性化されることがわかりました。また、イヌザメとアカエイで

は TAS2R遺伝子が口腔に分布する味蕾（注 10）に発現していることも明らかとなりまし

た。これらのことから、サメやエイでも硬骨脊椎動物と同様に T2Rが口腔での有害物

質の検知に用いられていると考えられます。 

 今回の発見により、T2Rが従来考えられていたよりも進化的に早期に分岐した「有

顎類の共通祖先」で出現したことが明らかとなりました（図 2）。同じ GPCR型味覚

受容体である甘味・うま味受容体 T1Rも有顎類の共通祖先で生じたことから、顎の獲

得と咀嚼行動の進化という脊椎動物の摂食行動に関わる重要な進化イベントと連動し

て、嗜好性・忌避性双方の味覚受容体の多様化が起こったと考えられます。今回の研

究では、軟骨魚類という実験動物ではない動物たちが、私たちが日々当たり前に使っ

ている味覚の起源はいつなのか、を解明するための大きな手掛かりを与えてくれまし

た。今後も様々な脊椎動物を対象に研究を進め、味覚の多様性と進化の仕組みを明ら

かにしていきたいと考えています。 

図 2苦味受容体 T2Rの進化について、従来の説と本研究の説の比較 
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教授 工樂 樹洋（くらく しげひろ） 

6. 研究サポート 

本研究は主に、日本学術振興会 科学研究費助成事業、公益財団法人ロッテ財団 ロッテ

重光学術賞、明治大学科学技術研究所 重点研究 Bのサポートを受けて実施されまし

た。 

 

7. 用語解説（注釈） 

1. 軟骨魚類 

有顎類（注 2）の下位分類群のひとつで、全身の骨格が軟骨で構成されていることが

特徴である。ギンザメ類とサメ・エイ類からなる板鰓類に大別される。 

2. 有顎類 

脊椎動物の下位分類群のひとつで、上顎と下顎からなる顎を持つことが特徴であ

る。現生の脊椎動物では円口類（ヌタウナギとヤツメウナギ）（注 7）を除く、全て

の脊椎動物が含まれる。 

3. Gタンパク質共役型受容体（GPCR） 
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味物質や匂い物質、光、ホルモン、神経伝達物質などを感知する膜タンパク質。

細胞膜を７回貫通する特徴的な構造を有し、Gタンパク質と呼ばれるタンパク質

を介して細胞内に情報を伝達する。 

4. 化学感覚受容体 

味覚と嗅覚を総称して化学感覚と呼び、呈味物質や匂い物質を検知する受容体

（味覚受容体や嗅覚受容体）を化学感覚受容体と呼ぶ。 

5. 硬骨脊椎動物 

有顎類の下位分類群のひとつで、四肢動物（哺乳類＋鳥類＋爬虫類＋両生類）、

シーラカンス、ハイギョ、条鰭類（殆どの硬骨魚類）（注 6）を含む。サメやエイな

どの軟骨魚類は含まれない。 

6. 条鰭類 

硬骨脊椎動物の下位分類群のひとつで、ハイギョとシーラカンスを除く全ての硬

骨魚類を含む。 

7. 円口類 

脊椎動物の下位分類群のひとつで、上顎と下顎からなる顎を持たないことが特徴

である。現生の脊椎動物の中で最も初期に分岐した分類群であり、ヤツメウナギ

とヌタウナギを含む。 

8. TAS2R遺伝子 

苦味受容体を構成する遺伝子で、ここから T2R受容体タンパク質がつくられる。

多くの有顎類が複数の TAS2R遺伝子を持ち、その数は種ごとに異なる。 

9. 相同性検索 

指定した DNA配列もしくはアミノ酸配列と類似した（相同性のある）配列を配列

データベースから検索する手法 

10. 味蕾 

舌や口腔に存在する蕾上の器官。数十個の味細胞で構成され、味細胞に発現する

味覚受容体が味物質を検知する。 

 

 
＜内容に関するお問い合わせ＞  

・ 明治大学農学部農芸化学科 食品機能化学研究室 

教授 石丸 喜朗 

＜取材に関するお問い合わせ＞  

・ 明治大学 経営企画部広報課  

 


